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最近ネットや情報で下記の様なコマーシャルが存在しているが、この内

容を分析してみたい。 

 

最近目に触れる下記の内容についてコメント 

───────────────────── 

インプラントをやめた歯科医師、その理由が… 

───────────────────── 

インプラントをやめた理由…それはリペアできる技術がないと思ったから。 

例えば、 

高齢の患者さんにインプラントを入れた。でも、認知症を患い、セルフケアはおろか歯磨きすらで

きない…では、訪問でとなるが、自院の環境が整っていない…責任をもって最後まで寄り添えない

ことに気づいた彼は、インプラントをやめました。 

リペアできる技術がないと言い切るのは疑問 

彼の名前は、青島徹児。ダイレクトボンディングの分野で大きな影響を与えるドクター。 

なぜ、彼は、ダイレクトボンディングにのめり込むようになったのか？それは、最初から最後ま

で患者さんと向き合う治療だから。 

これだけでは何とも言えず、簡素安易だけですべて患者が満足できるか？ 

そして、それを支えるのがコンポジットレジン。限界はあるけど、 

セラミックなどとは違って、同じ材料でリペアができます。むしろ、唯一の材料。 

唯一は言い過ぎではないか 

最低限の削合で患者さんの歯を守り、リペアありきのダイレクトボンディング。信念に基づいた診

療で患者さんからの信頼も厚く、特に何かやったわけでもないのに自費率は８割だそうです。 

 これらは、すべて納得解釈は疑問。多数欠損の処置は？ 

地域密着型サービスの歯科医院経営は、患者さんと長い付き合いがキモ。そして、これから益々、

「削らない治療」が求められるでしょう。 

 この材料方法で言い切ることはできない、 

１人の患者さん、１本の歯に最後まで寄り添うとしたら、青島先生のようにダイレクトボンディン

グに力を入れてみてはどうでしょうか？ 



 この材料方法で言い切ることはできない 

もし、「とはいえ、難しそう…」と思われたなら、・材料選択・シェードテイキング・前歯、臼歯の

具体的テクニックこれらすべて青島先生が培ってきた技術・知識を「大全」と呼ぶにふさわしい 

内容でプログラム化しました。 

 従来から行われているコンポジットレジンによる処置は選択肢の一つでありすべてではない。す

なわちｲﾝﾌﾟﾗﾝﾄをやめ理由にはならない。インプラントは骨などに生理的な影響もある。 

ただ、現在、SNS で拡散され大反響となっているため、在庫が少なくなっています。お早めにご

確認ください… 

 

 誇大広告精神誘導に注意を！！ 
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